
◎基本情報

主

副

○ 対象 ● 対象外 ○ 対象 ● 対象外

● 経常経費 ○ 臨時的経費

○ 内部管理　　 ○ 法定経費 ○ 指定管理

○ 直営　 ○ 一部委託 ● 全部委託　 ○ 補助助成　 ○ その他

◎事業費

計（事業費＋人件費） 187,869 303,433 190,166 231,200

事業費

の内訳

令和3年度決算

橋梁定期点検（３０１橋）：１８０，８０６千円

令和4年度予算

橋梁定期点検（３１１橋）：２２４，０００千円

人工 0.4 1.3 1.3 1.0

人件費 2,880 9,360 9,360 7,200

事業費 184,989 294,073 180,806 224,000

うち特定財源 88,260 138,200 91,740 86,700

（単位：千円）

令和2年度決算 令和3年度予算 令和3年度決算 令和4年度予算

0 年度

関連法令・条例・
要綱等

道路法

他都市の状況

全国の自治体においても、橋梁の定期点検を実施している。

実施結果

３０１橋について点検完了。

事業実施における
工夫点

市内１，２９１箇所に存在する橋梁を効率的に維持管理するため、橋梁管理システム（ＢＭＳ）により、点検結果を
データベース化し一元管理している。

対象者 市民と道路利用者 開始 平成13 年度 終了

事業の性質

事
業
内
容

実施形態

目的

短期

定期点検により損傷箇所を把握することで、第三者被害の予防につなげられる。

長期

5年に1回の頻度で点検を行い、適切な時期に補修を行うことで、橋梁の長寿命化が図られ、安全で円滑な交通の
確保につながる。

取組内容

道路法施行規則等に基づき、全道路橋の定期点検を実施する。
管理橋数　１，２９１橋（Ｒ４．３月現在）

011-211-2632

施策名
－

アクションプラン 戦略ビジョン

事業名 道路構造物点検調査費

評価担当課
所属名 建）土木部　道路維持課

課長名 石川　英俊 担当者名 若林　裕也 電話番号

事業評価調書

年度 令和3年 会計コード 10 一般 事業コード 23664



◎検証（振り返り）

□ 企画 □ 実施 □ 評価 ■ 対象外 □ 回答 □ 反映

● A ○ B ○ C ○ 評価省略対象事業・前年度実施なし

千
円

● A ○ B ○ C ○ 評価省略対象事業・前年度実施なし

○ 改善 ● 現状維持 ○ 休止・廃止

○ 拡充 ● 現状維持 ○ 縮小 ○ その他

千
円

今回の評価

評価の理由
５年に１回の定期点検を着実に実施している。

次年度の
取組の
方向性・
改善内容

事業
内容

新技術を活用した点検の効率化について検討する。

予算
橋梁点検数に応じた必要額の確保に努める。

見直し効果額 0

前回の評価

今年度取り組んだ
見直し内容

なし。
見直し効果額

（前年度）
0

市民参加の実施 市民参加結果への対応

今後の改善点

変状や構造特性に応じた点検手法の合理化及び近接目視を補完・代替する新技術の活用について、引き続
き検討する。

事業の実施手法
（事業の効率性、

実施主体は適切か）
A

本市が管理する道路橋の特性を考慮した定期点検要領により、点検項目や点検結果の評価・記
録方法を統一化している。

対象者の満足度
（対象者のニーズ
に応えているか）

A

損傷個所を早期に発見し迅速な対応を行うことで、安全・安心な交通の確保をしている。

事業の成果
（目的をどの程度
達成できたか）

A

３０１橋について点検完了。

事業規模
（事業ボリューム

は適切か）
A

全ての道路橋を５年に１回の頻度で点検するため、各年度の点検橋梁数を平準化している。

項目 判定 理由

成果指標２

指標名

令和2年度実績 令和3年度目標 令和3年度実績 令和4年度目標

成果指標１

指標名

令和2年度実績 令和3年度目標 令和3年度実績 令和4年度目標

311

活動指標２

指標名

令和2年度実績 令和3年度予定 令和3年度実績 令和4年度予定

活動指標１

指標名 橋梁点検の実施数

令和2年度実績 令和3年度予定 令和3年度実績 令和4年度予定

278 299 301


